
　

下
市
田
保
育
園
の
大
規
模
改
修
工
事
が

完
了
し
、
今
年
３
月
末
か
ら
新
園
舎
で
の

保
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

旧
園
舎
は
昭
和
55
年
の
建
築
か
ら
40
年

余
が
経
過
。
町
は
令
和
５
年
度
に
耐
震
診

断
を
行
い
、
ま
だ
使
え
る
建
物
の
基
礎
、

柱
、
屋
根
を
生
か
し
つ
つ
、
震
度
６
強
で

も
倒
壊
し
な
い
耐
震
補
強
と
現
行
基
準
に

あ
わ
せ
た
給
食
室
の
整
備
を
軸
に
、
一
部

増
築
・
大
幅
な
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
伴
う

大
規
模
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て

ト
イ
レ
の
乾
式
化
、冷
暖
房
設
備
の
更
新
、

断
熱
性
能
の
向
上
な
ど
を
実
施
。
工
事
は

昨
年
６
月
か
ら
始
ま
り
、
予
定
通
り
今
年
２
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
改
修
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
る
、
新
し
い
保
育

園
へ
」。
３
月
８
日
に
行
わ
れ
た
内
覧
会
で
は
、
や
わ
ら
か
な
色
調
の
明
る

い
内
装
と
床
暖
房
の
ぬ
く
も
り
が
温
か
く
観
覧
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
の
保
育
は
牛
牧
の
旧
み
つ
ば
保
育
園
で
実
施
。
３
月
25
日
の

卒
園
式
は
新
園
舎
で
行
い
、
卒
園
児
19
名
が
新
し
い
遊
戯
室
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
て
保
育
証
書
を
受
け
取
り
、
元
気
に
園
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
入
っ
て
４
月
３
日
に
落
成
式
と
入
園
式
が
あ

り
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
年
長
園
児
が
く
す
玉
を
割
っ
て
落

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

園
舎
周
辺
は
自
然
や
文
化
財
が
豊
富
で
、
近
く
に
神
社

や
芝
生
広
場
も
あ
り
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
一
方
、
敷
地

の
一
部
が
土
砂
災
害（
地
す
べ
り
）イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
か

か
る
こ
と
か
ら
移
転
を
求
め
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

町
は
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
の
把
握
や
大
雨
が
予
想
さ
れ

る
場
合
の
事
前
対
策
と
避
難
確
保
に
万
全
を
期
し
、
現
地

改
修
す
る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。
区
民
と
し
て
も
日
頃
か

ら
園
児
た
ち
と
周
辺
環
境
を
温
か
く
見
守
り
、
保
育
園
の

安
全
安
心
を
支
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

下市田保育園レイアウト変更、諸設備も一新
やさしさに包まれる新園舎

発　行　者：下 市 田 区
発行責任者：光 沢 金 良
印　刷：龍共印刷株式会社

№121
2025.6.5発行



第121号令和7年6月5日 （２）下 市 田 区 報 ・ 館 報

将
来
の
在
り
方
検
討

区
長　

光
沢
金
良

皆
様
と
共
に

副
区
長　

壬
生
直
幸

よ
り
良
い
区
政
に

会
計　

佐
々
木
順
一

　

こ
の
た

び
、
令
和

７
・
８
年

度
の
区
長

の
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
元
よ
り

不
出
来
者
が
不
慣
れ
で
、
ま
っ

た
く
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
皆
様
の
ご
指
導
を
頂
き
な

が
ら
精
一
杯
や
っ
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
区
の
状
況
と

し
て
は
、
脱
会
の
増
加
が
あ
り

加
入
率
が
50
％
を
割
る
よ
う
な

状
況
で
自
治
会
離
れ
が
進
ん
で

い
ま
す
。
私
達
の
住
む
地
域
、

隣
近
所
が
、
住
み
や
す
く
つ
な

が
り
の
あ
る
自
治
会
で
あ
る
べ

き
で
す
が
、
役
が
多
い
、
で
き

な
い
、
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
言

わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応
や
、

将
来
あ
る
べ
き
自
治
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
運
営
委
員
会
等

で
出
来
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
町
と

連
携
し
て
検
討
し
て
参
り
た
い

　

２
年
前

に
５
区
自

治
会
長
の

任
期
を
終

了
し
て
一

安
心
し
、
区
の
役
員
は
絶
対

回
っ
て
こ
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
３
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
区
三
役
の
改
選
に
よ

り
、
元
々
浅
学
非
才
の
身
で
あ

り
な
が
ら
も
副
区
長
の
大
役
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
市
田
区
は
町
内
で
最
も
大

き
な
自
治
区
で
、
町
の
中
心
施

設
も
集
中
し
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
高
齢
者
世
帯
や
自
治
会
未

　

こ
の
た

び
会
計
の

大
役
を
担

う
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ

と
思
い
ま
す
。

　

生
活
の
基
盤
で
あ
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道

路
の
在
り
方
や
市
田
Ｔ
線
の
歩

道
設
置
な
ど
に
つ
い
て
準
備
を

進
め
、
ま
た
新
堤
の
土
地
の
活

用
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
地
区

計
画
を
通
し
て
、
河
川
・
水
路

や
安
全
施
設
な
ど
身
の
回
り
の

整
備
に
つ
い
て
町
と
と
も
に
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
頂
け
る
、
い
ろ
い
ろ
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
積
極
的
に

実
施
・
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
緒
に
住
ん
で
い
る
下
市
田

区
が
、
よ
り
安
心
し
て
住
み
や

す
く
、
大
勢
の
つ
な
が
り
が
あ

る
地
域
に
な
る
よ
う
に
、
新
し

い
役
員
の
皆
様
や
多
く
の
皆
様

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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下
市
田
区  

新
三
役
あ
い
さ
つ

加
入
世
帯
は
増
加
傾
向
で
、
各

自
治
会
や
区
の
運
営
に
関
し
、

役
員
の
な
り
手
不
足
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
の
課
題
は
尽

き
ま
せ
ん
。
皆
様
で
よ
く
話
し

合
い
、
共
に
汗
を
か
い
て
、
歴

史
あ
る
こ
の
地
域
を
守
り
、
育

て
、
大
き
な
自
治
区
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
任
命
さ
れ
ま
し
た

副
区
長
の
任
務
と
し
て
は
、
区

長
の
補
佐
と
し
て
の
庶
務
全

般
、
区
民
会
館
の
使
用
受
付
や

管
理
、
区
有
地
や
財
産
の
管
理

等
々
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

私
も
頑
張
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
、

更
に
は
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

り
ま
す
が
、
引
き
受
け
た
限
り

は
、
会
計
の
透
明
性
を
基
本
に

誠
心
誠
意
、
職
務
を
務
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
会
計
就
任
前
は
１
区

自
治
会
長
と
し
て
自
治
会
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
し
た
が
、
会

計
経
験
者
の
諸
先
輩
と
前
任
者

か
ら
「
自
治
会
会
計
と
は
規
模

も
事
務
量
も
大
き
く
違
い
、
最

初
は
戸
惑
い
大
変
と
思
う
が
、

確
実
に
処
理
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
激
励
と
共
に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

　

下
市
田
区
の
会
計
に
は
一
般

会
計
と
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
は
、
そ
の
年
度
経
常

的
に
必
要
な
経
費
や
工
事
関
係

の
収
入
・
支
出
を
扱
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
定
期
預
金
と
し

て
管
理
し
な
が
ら
、
将
来
大
き

な
費
用
が
必
要
と
思
わ
れ
る
区

民
会
館
改
築
等
、
目
的
に
沿
っ

た
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
は
９
月
の
中
間
と
翌
年

４
月
の
決
算
の
年
２
回
、
監
査

を
受
け
ま
す
。

　

収
入
の
約
半
分
は
区
費
と
な

り
ま
す
が
、
令
和
３
年
４
月
に

９
８
７
世
帯
だ
っ
た
の
が
、
令

和
７
年
４
月
で
は
８
６
９
世
帯

と
な
り
、
１
１
８
世
帯
の
減
少

で
す
。
こ
の
よ
う
な
脱
会
傾
向

は
右
肩
上
が
り
で
増
加
す
る
と

思
わ
れ
、
区
の
会
計
に
大
き
な

影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
、会
計
と

し
て
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
会
計
面
か
ら
下
市
田

区
民
が
良
か
っ
た
と
思
え
る
区

政
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役職者合同会議で方針説明（４月20日）
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退
任
に
あ
た
っ
て

前
区
長　

北
沢
文
治

魅
力
あ
る
下
市
田
へ

代
議
員
会
長　

大
久
保
隆
弘

 

３
月
の

区
の
役
員

改
選
に
よ

り
区
長
を

退
任
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
引
き
継
ぎ
、
翌
月
の
５
月

８
日
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類

令和７年度 下市田区のおもな事業・行事
月日（曜日） 事　　業　・　行　　事
４月６日(日) 春の里道作り
４月20日(日) 常会長・区役職者合同会議

４月29日(火) 用排水路清掃(井ざらい)
松岡城址新緑（はる）の会

５月11日(日) ごみゼロ運動(町)
６月８日(日) 全町一斉河川清掃
７月26日(土) 萩の郷夏祭り

９月７日(日) 全町一斉防災訓練
萩山神社　秋の例大祭

９月下旬 防災研修会

９月28日(日) 秋のごみゼロ運動（区）
萩の郷ふれあい広場（敬老祭）

10月５日(日) 秋の里道作り
10月19日(日) 松岡城址秋の陣
10月25日(土) 高森ふるさと祭り
11月９日(日) 萩山神社　七五三祝
１月１日(木) 萩山神社　初詣・元旦祭
１月25日(日) 新春お楽しみ会
２月初旬 防災研修会
２月15日(日) 地元町議会議員と区民の懇談会
３月下旬 萩山神社　春の例大祭

扱
い
と
な
り
、
区
や
公
民
館
の

事
業
を
以
前
の
よ
う
に
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
３
年
間
は
区
や
支
館
の
行
事

は
全
て
中
止
で
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
４
年
ぶ

り
に
萩
の
郷
夏
祭
り
を
開
催
、

翌
年
に
は
萩
の
郷
ふ
れ
あ
い
広

場
も
５
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
待

ち
わ
び
て
い
た
多
く
の
区
民
の

皆
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

懸
案
で
し
た
下
市
田
保
育
園

の
改
修
も
、
色
々
な
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
現
地
改
修
と
な

り
、
こ
の
４
月
か
ら
新
園
舎
で

保
育
が
ス
タ
ー
ト
。
夕
映
え
道

路
先
か
ら
エ
ス
バ
ー
ド
へ
の
橋

梁
工
事
、
城
岸
橋
か
ら
大
丸
山

公
園
下
ま
で
の
道
路
改
良
な
ど

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
も
支
館
部
員
を
８
年
、
分

館
長
主
事
で
４
年
、
正
副
支
館

長
４
年
、
そ
し
て
区
の
会
計
か

ら
区
長
ま
で
の
６
年
間
と
、
22

年
連
続
で
区
民
会
館
に
通
い
ま

し
た
。
こ
の
間
、
地
域
の
皆
様

の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
、
楽

し
く
役
職
を
務
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
と
お

知
り
合
い
に
な
れ
た
こ
と
は
私

の
大
切
な
財
産
で
す
。
長
い
間
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
よ
り
代
議
員
会
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
大
久
保
と
申

し
ま
す
。
２
年
前
に
４
区
の
副

自
治
会
長
を
務
め
る
こ
と
と
な

り
、
代
議
員
と
し
て
下
市
田
区

の
運
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
能
力
不
足
の
私
で
す

が
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
務
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類

と
な
っ
て
早
２
年
に
な
り
ま
す
。

下
市
田
区
の
行
事
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
多
く
の

皆
様
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
下
市
田
区
を
目

指
し
て
、
代
議
員
会
も
各
種
行

事
に
参
画
、
協
力
し
て
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
区　
会
計林

　
　等

３
区　
自
治
会
長

佐
藤
増
一
５
区　
副
自
治
会
長

小
川
隆
司

３
区
で
１
名
減

副
会
長

５
区　
自
治
会
長

佐
々
木
茂

会
長

４
区　
自
治
会
長

大
久
保
隆
弘
１
区　
副
自
治
会
長

串
原
治
延
２
区　
副
自
治
会
長

酒
井
義
茂
４
区　
副
自
治
会
長

玉
置
淳
一
６
区　
副
自
治
会
長

下
平
正
勝

１
区　
自
治
会
長

大
場
泰
司
２
区　
自
治
会
長

松
島
健
治
３
区　
副
自
治
会
長

伊
藤
光
明
６
区　
自
治
会
長

福
島
文
雄

代
議
員
の

み
な
さ
ん

　

３
区
の
自
治
会
加

入
世
帯
が
２
０
０
戸

を
下
回
り
、
下
市
田

区
運
営
規
程
に
よ
り

３
区
の
代
議
員
が
２

名
に
な
り
ま
し
た
。
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区
、
支
館
と
神
社

決
算
監
査
を
実
施

　

令
和
７
・
８
年
度
の
監
査
委

員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
４
区

の
林
で
す
。
区
の
監
査
委
員
は

１
区
の
松
上
清
志
さ
ん
、
２
区

の
宮
入
正
男
さ
ん
と
の
３
名
で

す
。
下
市
田
区
、
公
民
館
下
市

田
支
館
、
萩
山
神
社
、
萩
山
郷

土
芸
能
保
存
会
、
御
柱
木
遣
・

喇
叭
保
存
会
の
監
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

４
月
18
日
、
区
民
会
館
で
下

市
田
区
、公
民
館
下
市
田
支
館
、

萩
山
神
社
の
令
和
６
年
度
決
算

の
監
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
適
正
と
認
め
ら
れ
、

５
月
８
日
の
代
議
員
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
土
木
水
利
委
員
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
３
区
の

影
原
直
樹
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ
つ
か
る

に
は
、
ま
こ
と
に
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
お
役
に
立
て
る

　

各
団
体
の
役
員
の
皆
様
に
は

善
管
注
意
義
務
の
も
と
、
区
の

財
産
を
適
正
に
維
持
・
管
理
・

運
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
３
名
は
区
民
の
代
表

と
し
て
、
各
事
業
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、
厳
正
な
監
査

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
ま
で
土
木
委

員
会
と
水
利
委
員
会
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
７
年
度
か
ら
１
つ

に
な
り
、
土
木
水
利
委
員
会
と

し
て
委
員
13
名
で
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
昨
年
度
ま
で
の

２
つ
の
委
員
会
の
活
動
を
引
き

継
ぎ
ま
す
。
統
合
し
て
初
め
て

の
活
動
年
度
と
な
る
た
め
、
満

足
の
い
く
委
員
会
活
動
が
で
き

る
か
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
経
験
、
お
知
恵
を
伺

い
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

財
産
管
理
適
正
に

監
査
委
員
長　

林　

清
志

２
委
員
会
が
統
合

土
木
水
利
委
員
長　

影
原
直
樹

監
査
委
員
長林

　清
志

土
木
水
利
委
員
長

影
原
直
樹

環
境
衛
生
委
員
長

坂
牧
祥
隆

監
査
委
員松

上
清
志

林
務
委
員
長

岡
田
光
信

防
災
委
員
長

代
田
貞
治

監
査
委
員宮

入
正
男

各
委
員
長
の
み
な
さ
ん

監
査
委
員
の
み
な
さ
ん

土
地
利
用
委
員
長

林
　直
一

【支出の部】　　　　　　　　　（単位：円、▲は減）
科　　目 予 算 額 決 算 額 増　　減
総 務 費 12,637,000 12,172,603 ▲464,397
環境衛生費 570,000 521,800 ▲48,200
林 務 費 1,010,000 562,037 ▲447,963
土 木 費 1,130,000 741,250 ▲388,750
水 利 費 6,690,000 3,257,256 ▲3,432,744
防 災 費 2,180,000 1,472,960 ▲707,040
公 民 館 費 2,000,000 2,000,000 0
予 備 費 9,479,877 2,369,586 ▲7,110,291
繰 出 金 0 0 0
支出合計 35,696,877 23,097,492 ▲12,599,385

【支出の部】　　　　　　　　　（単位：円、▲は減）
科　　目 予 算 額 対前年増減
総 務 費 13,766,000 1,129,000
環境衛生費 570,000 0
林 務 費 1,010,000 0
土木水利費 10,535,000 2,715,000
（委員会統合に伴い土木費と水利費を統合）

防 災 費 6,110,000 3,930,000
公 民 館 費 2,080,000 80,000
予 備 費 6,425,000 ▲3,054,877
繰 出 金 6,000,000 6,000,000
支出合計 46,496,000 10,799,123

令和６年度 下市田区一般会計決算
（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

収 入 額　36,686,779円
支 出 額　23,097,492円
差引残高　13,589,287円

令和７年度 下市田区一般会計予算
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

令和７年５月８日補正

歳入・歳出総額　46,496,000円
【収入の部】　　　　　　　　　（単位：円、▲は減）
科　　目 予 算 額 決 算 額 増　　減
前期繰越金 11,095,877 11,095,877 0
区 費 14,590,000 15,018,000 428,000
町 支 出 金 6,642,000 6,951,331 309,331
財 産 収 入 1,110,000 1,119,302 9,302
地元負担金 131,000 130,450 ▲550
消防協力金 1,450,000 1,500,000 50,000
諸 収 入 金 678,000 871,819 193,819
繰 入 金 0 0 0
収入合計 35,696,877 36,686,779 989,902

【収入の部】　　　　　　　　　（単位：円、▲は減）
科　　目 予 算 額 対前年増減
前期繰越金 13,589,000 2,493,123
区 費 14,720,000 130,000
町 支 出 金 11,819,000 5,177,000
財 産 収 入 1,039,000 ▲71,000
地元負担金 2,884,000 2,753,000
消防協力金 1,450,000 0
諸 収 入 金 995,000 317,000
繰 入 金 0 0
収入合計 46,496,000 10,799,123

令和６年度決算を監査
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懇
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懇
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懇
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懇
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会

　

下
市
田
支
館
は
２
月
15
日
、

区
民
会
館
で
令
和
６
年
度
「
地

元
町
議
会
議
員
と
区
民
の
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
40

人
が
参
加
し
、
下
市
田
区
の
議

員
４
氏
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

事
前
に
区
民
か
ら
質
問
な
ど

を
募
集
し
、
議
員
か
ら
の
回
答

を
資
料
に
ま
と
め
て
当
日
、
参

加
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
懇
談

【
温
泉
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
】

北
沢
議
員　
ま
だ
基
本
設
計
が

で
き
て
い
な
い
の
で
工
事
費
の

最
終
的
な
金
額
は
決
ま
ら
な
い
。

そ
れ
な
の
に
３
月
議
会
に
予
算

が
出
て
く
る
。
き
ち
ん
と
手
順

を
踏
み
、
町
民
が
判
断
で
き
る

時
間
を
し
っ
か
り
取
っ
て
、
そ

の
後
、
議
会
に
上
程
す
る
べ
き

だ
と
私
は
思
う
。

三
浦
議
員　
２
月
の
全
協
で
町

長
か
ら
「
臨
時
交
付
金
を
取
る

た
め
に
は
６
年
度
か
ら
の
継
続

と
い
う
条
件
が
あ
り
、
補
正
を

上
げ
て
進
め
た
い
」
と
聞
い
て

い
る
。
時
間
的
に
タ
イ
ト
な
中

【
町
政
全
般
】

会
場
か
ら　
サ
ッ
カ
ー
場
の
問

題
か
ら
、
町
民
が
情
報
を
得
ら

れ
な
い
ま
ま
ど
ん
ど
ん
進
め
ら

れ
て
、
議
会
を
通
っ
て
し
ま
う

印
象
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

が
あ
り
、
議
会
基
本
条
例
も
で

き
た
の
に
、
逆
に
町
民
に
は
情

報
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

三
浦
議
員　
議
会
が
町
民
に
情

町
政
と
地
域
づ
く
り
考
え
る

で
は
議
員
の
活
動
報
告
に
続
き
、

事
前
質
問
に
沿
っ
て
さ
ら
に
内

容
を
深
め
、
最
後
に
自
由
な
意

見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
意
見
交
換
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。
事
前
質
問
へ
の

回
答
と
当
日
の
詳
細
な
や
り
と

り
は
こ
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

で
、
議
会
基
本
条
例
に
あ
る
よ

う
に
町
民
の
声
を
聞
く
よ
う
に

議
会
に
伝
え
た
い

小
川
議
員　
大
事
な
問
題
な
の

で
慎
重
に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
私
個
人
と
し

て
は
、
ど
う
せ
建
て
る
な
ら

し
っ
か
り
金
を
か
け
て
つ
く
る

方
が
い
い
と
思
う
。

小
沢
議
員　

町
民
の
意
見
も

「
や
る
べ
き
で
は
な
い
」
よ
り

「
こ
れ
が
欲
し
い
」
と
い
う
意

見
が
と
て
も
多
い
印
象
。
い
い

も
の
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
利
用
料
が
気
に

な
っ
て
い
る
。
特
別
な
場
所
で

な
く
生
活
の
一
部
と
し
て
使
え

る
施
設
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

会
場
か
ら　
も
し
温
泉
が
出
て

い
な
い
な
ら
、
あ
え
て
そ
こ
へ

15
億
円
も
か
け
て
つ
く
る
こ
と

は
な
い
。
私
は
反
対
。

会
場
か
ら　
サ
ッ
カ
ー
場
、
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
れ
か
ら
湯
ヶ

洞
、
公
民
館
の
改
修
、
や
が
て

は
庁
舎
の
改
修
も
。
維
持
費
だ

と
か
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
。

も
っ
と
大
き
な
目
で
全
体
を
把

握
し
な
が
ら
、
本
当
に
高
森
町

と
し
て
や
っ
て
い
け
る
の
か
考

え
て
ほ
し
い

会
場
か
ら　
運
営
や
収
支
が
全

然
見
え
て
な
い
。
別
の
場
所
に

つ
く
る
こ
と
も
含
め
、
原
点
か

ら
見
直
し
た
方
が
い
い
。

報
を
も
っ
と
早
く
伝
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
う
。
議
会
基

本
条
例
を
作
っ
た
以
上
、
情
報

を
町
民
に
伝
え
て
声
を
聞
く
と

い
う
タ
イ
プ
に
自
分
も
変
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
る
。

【
自
治
会
未
加
入
な
ど
】

会
場
か
ら　
地
域
協
議
会
に
つ

い
て
、
町
サ
イ
ド
で
何
か
方
向

づ
け
が
あ
る
か
。

小
沢
議
員　
町
で
は
昨
年
12
月

に
40
代
、
50
代
の
町
民
に
自
治

組
織
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
町
と
し
て
何
が
で
き
る
か
考

え
て
い
く
の
で
は
。

会
場
か
ら　
昔
、
町
で
未
加
入

の
人
た
ち
を
集
め
て
会
議
を

持
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
30
年
、

40
年
も
前
か
ら
の
話
が
、
ま
だ

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る

だ
け
で
全
然
進
歩
が
な
い
。
も

う
完
全
に（
自
治
会
に
）入
っ
て

い
る
人
と
入
っ
て
い
な
い
人
の

差
を
つ
け
る
と
か
、
何
か
次
の

一
手
を
考
え
た
方
が
い
い
。

会
場
か
ら　
以
前
は
婦
人
ふ
る

さ
と
が
活
発
で
、
よ
く
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
勉
強
に
行
っ
た
り
、

違
う
常
会
の
方
と
も
交
流
で
き

た
。
町
の
姿
勢
が
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
気
が
す
る
。

い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
が
消
え
て

き
た
。
も
う
世
の
中
そ
ん
な
に

ま
と
ま
っ
て
い
く
機
運
が
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
災
害

も
考
え
る
と
、
人
々
を
孤
立
さ

せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
非
常
に

大
事
な
問
題
に
な
る
。
箱
物
を

つ
く
る
よ
り
、
そ
う
い
う
こ
と

に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
い
た
方

が
い
い
の
で
は
。

【
フ
リ
ー
意
見
交
換
】

会
場
か
ら　
外
国
人
労
働
者
が

増
え
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

中
国
の
方
と
結
婚
す
る
方
が
い

て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
も
い
る
。

そ
う
い
っ
た
方
た
ち
と
う
ま
く

共
存
で
き
る
態
勢
を
作
っ
て
い

く
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
で
重
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

下市田区の議員４氏と意見交換
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【収入の部】 （単位：円、▲は減）
科　目 予算額 決算額 増　減

繰 越 金 1,513,068 1,513,068 0
区 支 出 金 2,000,000 2,000,000 0
町 支 出 金 400,000 410,300 10,300
雑 収 入 1,000 116,854 115,854
収入合計 3,914,068 4,040,222 126,154

【収入の部】 （単位：円、▲は減）

科　目 予算額 対前年増減
繰 越 金 828,920 ▲684,148
繰 入 金 2,080,000 80,000
補 助 金 500,000 100,000
雑 収 入 1,000 0
収入合計 3,409,920 ▲504,148

【支出の部】 （単位：円、▲は減）
科　目 予算額 決算額 増　減

総 務 費 1,960,000 1,778,828 ▲181,172
事 業 費 1,790,000 1,421,474 ▲368,526
広 報 費 22,000 11,000 ▲11,000
予 備 費 142,068 0 ▲142,068
支出合計 3,914,068 3,211,302 ▲702,766

【支出の部】 （単位：円、▲は減）

科　目 予算額 対前年増減
総 務 費 1,523,200 ▲458,800
事 業 費 1,630,000 ▲160,000
（広報費は総務費の中に移す）

予 備 費 256,720 114,652
支出合計 3,409,920 ▲504,148

令和６年度 下市田支館決算
（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

収 入 額　　4,040,222円
支 出 額　　3,211,302円
差引残高　 　828,920円

令和７年度
下市田支館予算

（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

歳入・歳出総額　　3,409,920円

模
索
か
ら
定
着
へ

支
館
長　

矢
澤
民
樹

恩
返
し
の
気
持
ち
で

支
館
部
長　

徳
山
弘
子

皆
様
の
協
力
に
感
謝

前
支
館
長　

新
井
千
道

支館主事
市岡弘子
（２区）

副支館部長
福澤恵利子
（６区）

副支館長
下平卓也
（６区）

副支館部長
古田千夏
（３区）

支館長
矢澤民樹
（２区）

支館部長
徳山弘子
（１区）

　

副
支
館
長
か
ら
居
残
り
で
支

館
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
２
区
の
矢
澤
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け

令
和
６
年
度
は
令
和

に
入
っ
て
初
め
て
計

画
し
た
事
業
を
す
べ

て
実
施
で
き
ま
し

た
。
こ
の
２
年
間
は

と
も
か
く
事
業
の
復

活
に
力
を
注
ぐ
と
と

も
に
、
内
容
や
や
り

方
の
見
直
し
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
新
し

い
や
り
方
を
模
索
し
試
行
錯
誤

し
て
き
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

支
館
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
経
験
を

重
ね
る
中
で
、
新
春
お
楽
し
み

会
に
Ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ

る
な
ど
新
し
い
試
み
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
２
年
は
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
事
業
ス

タ
イ
ル
を
確
立
、
定
着
さ
せ
て

い
く
時
期
に
な
り
ま
す
。
今
後

の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
区
民

の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
よ
り
支
館
部
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
１
区
の
徳

山
と
申
し
ま
す
。

　

私
に
は
２
人
の
娘
が
居
り
、

娘
達
が
小
さ
い
頃
は
、
萩
の
郷

夏
祭
り
な
ど
地
区
で
開
催
さ
れ

る
行
事
に
親
子
で
参
加
し
て

　

２
年
間

支
館
長
の

大
役
を
受

け
、
皆
様

の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
無
事
務
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
令
和
５

色
々
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
常
会
で
は
子
ど
も
達
も

小
さ
い
時
か
ら
お
花
見
等
の
行

事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

娘
達
が
成
人
し
て
時
間
に
余

裕
が
出
来
た
今
、
恩
返
し
の
つ

も
り
で
役
を
引
き
受
け
ま
し

た
。
役
員
の
経
験
も
な
く
、
知

ら
な
い
事
だ
ら
け
で
す
が
、
精

一
杯
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
ど
う
か
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

年
度
か
ら
萩
の
郷
夏
祭
り
、
ま

た
令
和
６
年
度
か
ら
萩
の
郷
ふ

れ
あ
い
広
場（
敬
老
祭
）を
復
活

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
お
越
し

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
高
森
ふ
る
さ

と
祭
り
で
は
恒
例
の
お
し
る
こ

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
美
味
し
い
と
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
春
お
楽
し
み
会
で
は
初
め

て
Ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
、

オ
セ
ロ
や
将
棋
、
お
正
月
の
遊

び
も
行
い
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

下
市
田
支
館
の
益
々
の
発
展

を
祈
念
申
し
上
げ
退
任
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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皆
様
の
ご
参
加
を

分
館
長
主
事
会
会
長

北
原
清
和

蕎
麦
打
ち
体
験
研
修

前
分
館
長
主
事
会
会
長

玉
置
淳
一

３区分館長
上村敏幸

６区分館長
新井博文

３区分館主事
上沼宏充

６区分館主事
岡島　章

２区分館長
塩沢健二

５区分館長
北原清和

２区分館主事
手塚浩司

５区分館主事
織田道明

１区分館長
船田 　智

４区分館長
橋都　淳

１区分館主事
山本智治

４区分館主事
牧島寿明

分
館
長
・
主
事
の
み
な
さ
ん

　

こ
の
た
び
令
和
７
年
度
分
館

長
主
事
会
の
会
長
を
や
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

５
区
分
館
長
の
北
原
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
な
か
役
員
の

な
り
手
も
厳
し
く
な
り
、
公
民

館
、
分
館
の
行
事
等
も
変
わ
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
２
年
間
の
分

館
主
事
の
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
今
後
の
分
館
長
主
事
会
の

あ
り
方
、
公
民
館
、
分
館
の
行

事
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
の
面
で

負
担
軽
減
な
ど
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
、
分
館
の
行
事
に
は

区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要

で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
分
館
長
主
事
会

の
研
修
会
と
し
て
、
令
和
７
年

２
月
23
日
に
道
の
駅
信
濃
路
下

條
「
そ
ば
の
城
」
に
て
蕎
麦
打

ち
体
験
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

分
館
長
主
事
も
仕
事
を
持

つ
現
役
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
以

前
行
っ
て
い
た
よ
う
な
泊
ま
り

を
伴
う
研
修
は
日
程
の
調
整
が

難
し
く
、
日
帰
り
の
研
修
小
旅

行
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

蕎
麦
打
ち
体
験
で
は
、
練
り

あ
が
っ
た
蕎
麦
玉
を
延
す
と
こ

ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
メ
ン
バ
ー
が
初
体
験
で
、

指
導
員
の
手
本
の
よ
う
に
は
う

ま
く
い
か
ず
、
そ
ば
玉
を
45
〜

50
㎝
の
四
角
い
形
に
延
す
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
最
後
の

細
く
均
等
に
切
る
の
も
至
難
の

業
で
悪
戦
苦
闘
し
て
き
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
浪
漫
の
館
月
下
美

人
で
お
風
呂
に
つ
か
り
、
懐
石

料
理
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
り
に
は
天
竜
峡
「
そ

ら
さ
ん
ぽ
」
に
も
立
ち
寄
っ
て

き
ま
し
た
。
13
名
参
加
の
地
元

南
信
州
で
の
体
験
と
い
う
形
の

充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
月
16
日
に
令
和
６
年
度
編

集
委
員
会（
区
三
役
、
支
館
三

役
、
支
館
部
員
）の
研
修
旅
行

を
実
施
。
国
宝
の
松
本
城
、
旧

開
智
学
校
と
松
本
市
美
術
館
を

見
学
し
ま
し
た
。

編
集
委
員
の
研
修

令和７年度 下市田支館事業計画
月 日（曜日） 事　　　　業
７月26日（土） 萩の郷夏祭り
９月28日（日） 萩の郷ふれあい広場（敬老祭）
10月25日（土） 高森ふるさと祭りおしるこサービス
１月25日（日） 新春お楽しみ会
２月15日（日） 地元町議会議員と区民の懇談会
３月下旬（土・日） 萩山神社春祭り協力

令和７年度 下市田区各分館事業計画
区 月 日（曜日） 事　　　　業
１ 

区

６月１日（日） 親子ふれあい教室さつまいも植え
10月19日（日） 文化交流会
11月９日（日） 親子ふれあい教室さつまいも収穫

２ 

区

７月12日（土） 第32回納涼祭
９月７日（日） スポーツ大会
11月22日（土） 笑顔を増やそうプロジェクト
１月１日（木） 新年会・新春獅子舞

３ 

区

６月22日（日） 多世代交流軽スポーツ＆ちょっと防災
９月21日（日） マレットゴルフ大会
11月23日（日） ペタンク大会

４ 

区

６月29日（日） 夏季スポーツ大会＆焼肉交流会
９月21日（日） ふれあい広場（防災、ニュースポーツ）
１月１日（木） 第35回元旦マラソン

５ 

区

６月15日（日） スポーツ大会（モルックなど）
12月14日（日） おやす作り講習会
１月10日（土） ほんやり準備
１月11日（日） ほんやり
２月１日（日） おーい、お茶だに！

６ 

区

６月22日（日） 常会対抗親睦モルック大会
12月14日（日） おやす作り
１月11日（日） どんど焼き

悪戦苦闘の蕎麦打ち体験

国宝の旧開智学校を見学
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多彩な春のイベント

日
本
一
の
学
校
桜

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

下
市
田
学
校
で

桜
と
抹
茶
の
会

鯉
泳
ぐ
松
岡
城
址
新
緑（
は
る
）の
会

高
森
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
合
唱

松
岡
城
址
愛
護
会
会
長

　杉
田
洋
一

　

松
岡
城
址
愛
護
会
は
、
松
岡

城
跡あ

と

を
大
切
に
思
う
町
民
に
よ

り
平
成
13
年
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

草
刈
り
や
枯
れ
枝
の
片
付
け
等

の
管
理
や
、
春
と
秋
に
松
岡
城

址
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
イ
ベ
ン
ト
「
鯉
泳
ぐ
松

岡
城
址
新は

る緑
の
会
」
は
４
月
29

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日

の
雨
も
上
が
り
、
50
匹
余
の
鯉

幟
が
泳
ぎ
、
新
緑
の
ま
ぶ
し
い

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

御
柱
木
遣
・
喇
叭
保
存
会
の

皆
様
に
よ
る
木
遣
り
と
ラ
ッ
パ

の
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
し
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
は
今
回
初
め
て

参
加
の
高
森
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
す
ば
ら
し
い
演
奏
で
幕
が
開

き
、「
に
こ
に
こ
フ
レ
ン
ズ
」、

「
野
に
咲
く
花
」、「
コ
カ
リ
ナ

サ
ー
ク
ル
か
っ
こ
う
」
の
演
奏

と
歌
声
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

抹
茶
野
点
で
は
、
一い

ち

期ご

の
会

と
飯
田
女
子
高
校
茶
道
ク
ラ
ブ

の
皆
様
に
よ
り
抹
茶
が
提
供
さ

れ
、
１
０
０
枚
の
抹
茶
券
が
す

ぐ
に
売
り
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
べ
物
販
売
で
は
、
あ
ん
し

　

高
森
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
４
月
５
日
夜
、「
日
本
一
の

学
校
桜
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ｔ（
中
塚
功
二
代
表
）主
催
で

　

高
森
町
有
形
文
化
財
の
下

市
田
学
校
校
舎
で
３
月
30
日
、

「
桜
を
愛
で
、
抹
茶
に
親
し
む

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
下
市

田
学
校
応
援
隊（
吉
田
正
治
代

表
）の
主
催
で
14
回
目
。
き
れ

い
に
開
花
し
た
エ
ド
ヒ
ガ
ン
に

迎
え
ら
れ
、
参
加
者
は
前
庭
で

抹
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

校
舎
の
中
で
は
、
飯
田
女
子

高
校
邦
楽
ク
ラ
ブ
の
琴
の
演
奏

ん
工
房
さ
ん
の
草
餅
、
五
目
御

飯
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
ジ
ェ

ラ
ー
ト
と
ド
リ
ン
ク
が
販
売
さ

れ
、
賑
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

区
代
議
員
会
、
４
区
自
治
会
、

愛
護
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
、
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
22
年
か
ら
始
ま
っ
て
16
回

目
。
３
月
の
気
温
が
低
か
っ
た

た
め
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
ま
だ
一

分
咲
き
で
し
た
が
、
訪
れ
た
親

子
連
れ
な
ど
が
春
の
夜
の
独
特

な
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

下
市
田
区
の
「
あ
か
り
を
灯

す
会
」（
木
下
富
由
会
長
）も
昨

年
に
続
い
て
参
加
。
た
く
さ
ん

の
竹
灯
篭
を
並
べ
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ｔ
が
用
意
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
灯
篭
と
競
演
し
ま
し
た
。

と
、
ウ
ー
テ
さ
ん（
ド
イ
ツ
出

身
、
大
鹿
村
在
住
）の
水
墨
画

展
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

新緑のなか鯉泳ぐ松岡城址

初めて参加した高森中学校吹奏楽部の演奏

「あかりを灯す会」の竹灯篭も

飯田女子高校邦楽クラブの演奏
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わ
た
し
の
作
文
ぼ
く
の
作
文

下
市
田
史
談
会　

４
区
で
史
跡
巡
り

縄
文
時
代
や
古
代
東
山
道
し
の
ぶ

　

区
と
支
館
の
役
員
改
選
が
あ

り
、
編
集
委
員
会
も
新
し
い
メ

ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ

く
り
を
目
指
し
、
皆
様
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
メ
ー

ルhenshuu@
haginosato.

com

ま
た
は
区
民
会
館
事
務
室

ポ
ス
ト
ま
で
、
ど
う
ぞ
遠
慮
な

く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

下
市
田
史
談
会
（
松
上
清
志

会
長
）
は
５
月
18
日
、
４
区
の

史
跡
巡
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
学
生
を
含
め
て
約
40
人
が
参

加
。
道
端
の
石
造
物
や
祠
な
ど

に
足
を
と
め
、
地
域
の
古
の
時

代
を
し
の
び
ま
し
た
。

　

４
区
会
所
を
出
発
し
、
す
ぐ

南
に
あ
る「
左
ぜ
ん
か
う
じ
道
」

の
道
標
、
松
岡
城
関
係
の
倉
屋

敷
跡
な
ど
を
ま
わ
り
、
湯
ケ
洞

街
道
沿
い
の
上
洞
の
シ
ャ
ゴ
ジ

へ
。
こ
こ
で
折
り
返
す
と
山
沿

い
の
細
道
を
道
標
や
蚕
玉
様
を

見
な
が
ら
北
に
進
み
、
清
水
庵

（
観
音
堂
）
で
休
憩
。
そ
の
後

も
竜
西
一
貫
水
路
の
円
筒
分
水

工
、
桜
堂
の
桜
、
市
田
柿
原
木

の
碑
、
市
場
石
な
ど
様
々
な
種

類
の
文
化
財
を
見
ま
し
た
。

　

古
代
東
山
道
が
こ
の
あ
た
り

を
通
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
、
今
回
は
山

裾
の
細
道
を
歩
き
な

が
ら
往
時
の
道
を
想

像
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
高
森
町
公

民
館
が
共
催
に
加
わ

り
「
魅
力
発
見
！
町

編

集

委

員

ね
こ
と
ハ
ム
ス
タ
ー

小
５　

山
崎

　青あ
お（

３
区
）

部
活
と
勉
強
頑
張
る

中
１　

串
原
光ひ
ふ
み郁（

４
区
）

　

僕
の
好
き
な
も
の
は
ね
こ
で

す
。
と
く
に
茶
色
い
の
と
白
い

の
が
好
き
で
す
。
黒
い
の
や
灰

色
な
の
も
好
き
だ
け
ど
、
茶
色

い
の
と
白
い
の
に
は
か
な
い
ま

せ
ん
。
冬
の
縁
側
で
暖
か
い
日

光
を
浴
び
な
が
ら
、
丸
く
な
っ

て
い
る
茶
色
と
白
が
大
好
き
で

す
。
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
目
を

細
め
て
、
も
ふ
も
ふ
、
も
こ
も

こ
し
て
い
る
か
ら
か
な
あ
と
思

　

私
が
中
学
生
に
な
っ
て
頑
張

り
た
い
こ
と
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
部
活
で
す
。
美
術

部
に
入
部
し
ま
し
た
。
私
は
絵

を
描
く
の
が
苦
手
な
の
で
、
上

手
に
描
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
、

小
原
ヶ
丘
祭
の
ス
テ
ー
ジ
バ
ッ

ク
を
美
術
部
の
み
ん
な
と
協
力

し
て
完
成
さ
せ
た
い
で
す
。

　

２
つ
目
は
勉
強
で
す
。
私
は

数
学
が
苦
手
な
の
で
、
毎
回
授

い
ま
す
。

　

ね
こ
以
外
に
は
ハ
ム
ス
タ
ー

も
好
き
で
す
。
ハ
ム
ス
タ
ー
の

色
は
何
色
で
も
好
き
で
す
。
く

る
く
る
く
る
く
る
回
し
車
を
忙

し
そ
う
に
回
っ
て
い
る
の
を
見

る
の
が
好
き
で
す
。
い
つ
か

き
っ
と
、
ハ
ム
ス
タ
ー
も
ね
こ

と
一
緒
に
縁
側
で
丸
く
な
る
の

を
見
て
み
た
い
な
あ
。

業
に
集
中
し
て
取
り
組
み
、
先

生
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
は
復
習
し
て
難

し
い
問
題
を
解
け
る
よ
う
に

な
っ
て
テ
ス
ト
で
良
い
点
数
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
３
年
と
い
う
短
い

時
間
だ
け
ど
、
友
達
と
楽
し
く

充
実
し
た
中
学
生
活
を
送
り
た

い
で
す
。

あ
る
き
春
」
と
し
て
開
催
。
参

加
者
が
広
が
る
と
と
も
に
、
芦

部
公
一
館
長
が
上
洞
地
区
で
出

土
し
た
土
製
耳
飾
り
を
持
ち
込

ん
で
解
説
す
る
な
ど
、
内
容
的

に
も
一
段
と
充
実
し
た
取
り
組

み
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
下
市
田
区

報
・
館
報
「
萩
の
郷
」
編
集
委

員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

▽
区
長（
発
行
責
任
者
）＝
光
沢

金
良　

▽
副
区
長
＝
壬
生
直
幸

▽
会
計
＝
佐
々
木
順
一

▽
支
館
長（
編
集
責
任
者
）＝
矢

澤
民
樹　

▽
副
支
館
長
＝
下
平

卓
也　

▽
支
館
主
事
＝
市
岡
弘

子◇
支
館
部
員　
▽
１
区
＝
妹
尾

卓
馬
、
寺
沢
永
子
、
徳
山
弘

子
、
松
澤
寛　

▽
２
区
＝
上
沼

和
由
、
上
沼
奈
々
、
宮
沢
智
美

▽
３
区
＝
滝
沢
昭
彦
、
古
田
千

夏
、
宮
野
大
地　

▽
４
区
＝
鳥

海
幸
広
、
蜂
谷
貴
子
、
林
拓
磨

▽
５
区
＝
手
塚
弘
子
、
久
保
田

和
夫
、
松
久
阿
貴
子　

▽
６
区

＝
福
澤
恵
利
子
、
唐
澤
潔

道端の石造物に目を留めて

縄文時代の土製耳飾り
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萩山神社春祭り
令和７年３月29日、30日

❖
獅
子
曳
き
❖

❖
浦
安
の
舞
姫
❖

桜
丸

宮
入　

颯
汰
く
ん（
２
区
）

松
王

北
條　

朔
也
く
ん（
１
区
）

梅
王

原　
　

海
翔
く
ん（
２
区
）

可
児　

遥
夏
さ
ん（
１
区
）

北
林
あ
か
り
さ
ん（
２
区
）

林　
　

希
糸
さ
ん（
３
区
）

林　
　

果
歩
さ
ん（
４
区
）

木
村　

梅
乃
さ
ん（
５
区
）

原　
　

詩
月
さ
ん（
６
区
）


